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都市再生整備計画　フォローアップ報告書

鶴田地区

平成２７年３月

栃木県宇都宮市



１．数値目標の達成状況の確認（確定値）

様式4－①　都市再生整備計画に記載した目標を定量化する指標の確定

単位 評価値 目標達成度 理由 改善策の方向性

確定 あり ●

見込み ● なし

確定 あり

見込み ● なし

確定 ● あり

見込み なし

確定 あり ●

見込み ● なし

確定 あり

見込み なし

※全ての指標について記入

様式4－②　その他の数値指標の確定

単位 評価値 達成度 理由 改善策の方向性

確定 ●

見込み

確定

見込み

確定

見込み

※全ての指標について記入

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

事後評価シート　様式２-1及び添付様式2-②から転記　※全ての指標について記入 ※フォローアップの必要のある指標について記入

その他の
数値指標３

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

土地区画整理事業の進捗により，
水路，公共下水道が整備され，排
水状況が改善し，安全な住環境が
構築された。

その他の
数値指標２

1

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時
点での達成

度

確定値が評価値と比較して大きな差異があ
る場合や改善が見られない場合等

総合所見

見込み・確定の別
1年以内の
達成見込み

その他の
数値指標１

溢水想定箇所の減少 箇所 14

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

事後評価シート　様式２-1及び添付様式2-①から転記　※全ての指標について記入 ※フォローアップの必要のある指標について記入

指　標 従前値 目標値

事後評価
ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに
よる確定値

計測時期

H26年5月 △
■　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

確定値でも目標達成には至らな
かったが，従前値と比べ高い結果と
なった。生活環境満足度は，近年，
増加傾向にあり，土地区画整理事
業の進捗による住環境の向上が実
感されている結果と考えられる。

指標５

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

街区公園の整備により，避難圏域
が拡大し，地域の防災性が向上し
た。

指標４ 生活環境満足度 ％ 29 54 49 △ 49

77.7 ○

H26年4月 ○
□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

確定値でも目標を達成した。今後も
土地区画整理事業による基盤整備
を進め，住環境の向上を図ることに
より，居住人口が増加することが予
想される。

指標３ 避難圏域率 ％ 74.1 77.7

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

確定値では目標を達成した。土地
区画整理事業における道路整備に
より，幅員4ｍ以下の狭隘道路が減
少し，安全・安心な住環境の形成を
推進することができた。

指標２ 居住人口 人 2,610 2,720 2,816 ○ 2,844

21 △ 16 H26年4月 ○

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時
点での達成

度

確定値が評価値と比較して大きな差異があ
る場合や改善が見られない場合等

総合所見
見込み・確定

の別
1年以内の
達成見込み

指標１ 狭隘道路率 ％ 48 16

指　標 従前値 目標値

事後評価
ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに
よる確定値

計測時期



２．今後のまちづくり方策の検証

様式4－③　「今後のまちづくり方策」の進捗状況

様式4－④　フォローアップにより新たに追加が考えられる今後のまちづくり方策

事後評価シート　添付様式5－③から転記

追加が考えられる今後のまちづくり方策 具体的内容 実施時期 実施にあたっての課題　その他特記事項

改善策

・まちづくりの目標を達成するた
めの改善策

・残された課題・新たな課題への
対応策

・その他　必要な改善策

狭隘道路の解消 ・今後も引き続き，狭隘道路を解消するため，安全性の高い道路
環境の形成を進めるため，計画的に土地区画整理事業を推進
する。

災害に強いまちづくりの推進 ・公園事業 ・災害時の一時避難所となる公園整備を進めるな
ど，災害に強い地域づくりに取り組んでいる。

・今後も引き続き，土地区画整理事業と公園整備を進め，災害に
強いまちづくりを推進する。

･土地区画整理事業 ・土地区画整理事業により，身近な生活道路にお
ける歩行者空間の確保など，安全性や利便性の
向上が図られている。

・今後も引き続き，土地区画整理事業による道路整備を進めると
ともに，地域住民や自治会等と連携した交通安全対策を推進す
る。

総合的な交通安全対策の推進

・土地区画整理事業と併せ，河川改修事業と公共
下水道事業を実施し，浸水被害の解消が進んでい
る。

・今後も引き続き，浸水被害の解消に向けて，土地区画整理事
業及び河川改修事業，公共下水道事業を一体的に進めていく。

･土地区画整理事業 ・土地区画整理事業により道路整備を進め，緊急
車両の円滑な通行が可能な道路環境が整いつつ
ある。

事後評価シート　添付様式5－③に記載した
今後のまちづくり方策（事項）

実施した具体的な内容 実施した結果 今後の課題　その他特記事項

・成果を持続させるために
行う方策

土地区画整理事業による都市基盤の整備・改善 ・土地区画整理事業 ・都市基盤の整備･改善により，安全で快適な住環
境の形成が進んでいる。

・今後も引き続き，安全で快適な住環境の形成を進めるため，土
地区画整理事業による都市基盤整備・改善を推進する。

浸水被害の解消 ・土地区画整理事業
・河川改修事業
・公共下水道事業



都市再生整備計画（精算報告）
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都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 129.1 ha

平成 21 年度　～ 平成 25 年度 平成 21 年度　～ 平成 年度

目標

大目標　人々にやさしく　安心・安全で快適なまちづくり

　目標２：総合的な面整備を推進することで、計画的・効率的な土地利用を推進すると共に、快適な生活環境を確保する。

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

　人々にやさしく、安心・安全で快適なまちづくり

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

％ 平成20年度 平成25年度

人 平成20年度 平成25年度

％ 平成20年度 平成25年度

％ 平成20年度 平成25年度

都道府県名 栃木県
とちぎ けん

宇都宮市
う つ の み や し

鶴田
つ る た

地区
ち く

計画期間 交付期間 25

　目標１：道路網整備を推進することで、人々が日常的に利用する生活道路の安全性及び利便性を向上させ、暮らしやすい道路環境を確保する。

　目標３：街区公園整備を推進することで、防災空間を確保すると共に、災害に際し、地域住民の一時的な避難場所としての利用が可能となることで、地域の防災性の向上を図る。

●宇都宮市は、東京から100km圏にあり、東北新幹線や東北自動車道など国土の骨格となる交通軸に位置する北関東の中心都市であると共に、人口50万人を超える中核市である。本地区は、その中心市街地から西方約2kmに位置し、今後、宇
都宮市西部の住宅地の核となるべき地区として位置付けられている。

●本地区内には、市街地の外環状道路である主要地方道宇都宮亀和田栃木線が縦貫し、また、宇都宮市街地と東北自動車道鹿沼インターチェンジを結ぶ主要地方道宇都宮楡木線が横断している。このため、近年、沿道サービス系店舗の進出や
民間宅地開発が活発に行なわれており、スプロール化が進行している。しかしながら、地区内では、道路が狭隘であり、車両の擦違いや緊急車両の進入が困難であると共に、防災空間として機能する公園が数少ないため、生活道路や街区公園を
整備し、交通安全の確保や防災性の向上を図る必要がある。

●本地区では、従前地の約45%が農地として土地利用され、準用河川駒生川や数本の水路があり、起伏に富んだ地形であるため、低未利用地が多く散在すると共に、大雨時の道路冠水などが発生している。また、公共下水道が未整備のため、一
　部生活雑排水が水路や河川に排出されており、土地区画整理事業と公共下水道事業及び河川改修事業を一体的に施行することで、生活環境の整備を行なう必要がある。

●本地区においても、都市化や核家族化の進展を背景に住民相互の交流機会の減少や連帯感の希薄化が進んでおり、地域コミュニテｲの活性化を図り、住民主体のまちづくりを推進する必要がある。

●本地区は、平成16～20年度にまちづくり交付金(第一期)を導入し、地区の課題解決に対し十分な成果をあげることができた。また、鶴田地区まちづくり交付金評価委員会においても、まちづくり交付金の導入に対する事業効果は高く評価され、ま
ちづくり交付金(第二期)導入による更なる事業効果発現が期待されるところである。

　新市街地形成のため、良好な都市基盤整備が求められている。

●地区内では、道路が狭隘であり、車両の擦違いや緊急車両の進入が困難な状況である。このため、生活道路の安全性や利便性の向上を図るため、暮らしやすい道路環境の整備が求められている。

●地区内では、防災空間として機能する公園が少ないため、街区公園を適正に配置することで、防災性を向上させ、災害に強い都市基盤を整備することが求められている。

●地区内では、低未利用地が多く存在すると共に、公共下水道が未整備で一部生活雑排水が水路や河川に排出されている状況である。このため、土地区画整理事業と公共下水道事業及び河川改修事業を一体的に施行することにより、計画的・
効率的な土地利用を推進すると共に、快適な生活環境の確保が求められている。

●地区内でも、住民相互の交流機会の減少や連帯感の希薄化が進んでいる。このため、住民相互の交流の場としての街区公園を整備し、地域コミュニテｲの再生を図ることが求められている。

●第５次宇都宮市総合計画において本地区は、これからの社会や本市の特性に合った連携・集約型の暮らしやすく機能的な都市空間の形成を図るため、土地区画整理事業を推進することにより、(1)都市機能の高度化と生活環境の安全性・快適
性の向上を図る地区　(2)生活拠点としての機能の向上を図る地区と位置付けされている。

●宇都宮市都市計画マスタープランにおいて本地区は、中心市街地に隣接した「快適な住環境が整備された活力ある市街地づくり」を将来ビジョンとして、土地区画整理事業を推進することにより、住宅を主体とした良好な生活環境を確保する「一
般市街地・低層住宅地ゾーン」に位置付けられている。

　以上のことから、土地区画整理事業により公共施設を整備すると共に、宅地の利用増進を図り、宇都宮市西部の住宅地の核となるのに相応しい、人々にやさしく、安心・安全で快適なまちづくりを推進する。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

1.狭隘道路率 鶴田第２地区内の狭隘道路（幅員4.0ｍ以下）の割合 道路環境が向上した度合いを計測する指標 48 16

2.居住人口 鶴田地区内の人口 生活環境が向上した度合いを計測する指標 2,610 2,720

3.避難圏域率
鶴田地区内の公園まで徒歩5分(距離=333ｍ）で到着できる
面積の割合

防災性が向上した度合いを計測する指標 74.1 77.7

4.生活環境満足度
鶴田第２地区内の生活環境に対する満足度
アンケート調査

生活環境が向上した度合いを計測する指標 29 54



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他

方針に合致する主要な事業

整備方針1（人々が暮らしやすい道路環境整備）

●狭隘道路を解消し、交通事故の発生を防止すると共に、緊急車両の到着時間を短縮させるため、区画道路及び歩行者専用道路を整備す
る。
●都市計画道路と生活道路の整備を推進し、早期に地区内の道路ネットワークを構築する。

土地区画整理事業【基幹事業】
宇都宮鶴田第２土地区画整理事業【関連事業】
まちづくり活動推進支援【提案事業】
今後のまちづくり検討調査【提案事業】

整備方針2（人々が快適に暮らせる環境整備）

●土地区画整理事業により公共施設の整備改善及び宅地の利用増進を図り、計画的・効率的な土地利用を推進し、未低利用地を解消する。
●公共下水道事業と土地区画整理事業を一体的に施行し、生活排水の適正な処理を進めると共に、雨水幹線の整備及び河川の改修により浸
水被害を解消する。

土地区画整理事業【基幹事業】
河川改修事業【基幹事業】
宇都宮鶴田第２土地区画整理事業【関連事業】
公共下水道事業【関連事業】
まちづくり活動推進支援【提案事業】
今後のまちづくり検討調査【提案事業】

整備方針3（地域防災性向上のための公園整備）

●防災空間及び一時避難場所として機能する街区公園を適正に配置し、地域の防災性を向上させ、災害に強い都市基盤を整備をする。 公園事業【基幹事業】、
今後のまちづくり検討調査【提案事業】

●事業期間中のまちづくり活動

　街区公園を整備するにあたり、ワークショップを開催し、市民協働による街区公園整備計画を策定する。

●事業完了後のまちづくり活動

　都市再生整備計画(第二期)完了後においても、土地区画整理事業が継続するため、自治会・育成会などの既存組織を核としたまちづくり活動の体制づくりを進めると共に、地域住民のまちづくりに対する意識構築、更なる公共施設の愛護精
神の高揚を図り、地域住民主体のまちづくり活動を支援する。

●交付期間中に事業の中間検査(モニタリング)を実施し、事業の進捗及び目標達成状況の確認・評価を実施する。



交付対象事業等一覧表

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

道路

公園 宇都宮市 直 0.45ha 平成21年度 平成25年度 平成21年度 平成25年度 90.0 90.0 90.0 90.0

古都及び緑地保全事業

河川 宇都宮市 直 L=160.0m 平成18年度 平成27年度 平成24年度 平成25年度 105.0 105.0 105.0 105.0

下水道

駐車場有効利用システム

地域生活基盤施設

高質空間形成施設

高次都市施設

既存建造物活用事業

土地区画整理事業 宇都宮市 直 86.2ha 平成11年度 平成28年度 平成21年度 平成25年度 6,398.0 3,198.5 3,198.5 3,198.5

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

地区再開発事業

バリアフリー環境整備促進事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 6,593.0 3,393.5 3,393.5 3,393.5 …A

提案事業
（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

宇都宮市 直 － 平成21年度 平成25年度 平成21年度 平成25年度 2.0 2.0 2.0 2.0

－

宇都宮市 直 － 平成21年度 平成25年度 平成21年度 平成25年度 1.0 1.0 1.0 1.0

－

合計 3.0 3.0 3.0 3.0 …B
合計(A+B) 3,396.5

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度
宇都宮市 86.2ha ○ 平成15年度 平成27年度 1,905.0

宇都宮市 42.9ha ○ 平成5年度 平成21年度 12,200.0

宇都宮市 86.2ha ○ 平成11年度 平成28年度 23,760.0

合計 37,865.0

交付対象事業費 3,396.5 交付限度額 1358.6 国費率 0.4

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

細項目 うち民負担分

街区公園2箇所

準用河川駒生川

鶴田第2地区

住宅市街地
総合整備
事業

0.0

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

細項目 うち民負担分

地域創造
支援事業

事業活用調
査

今後のまちづくり検討調査 鶴田第1地区・鶴田第2地区

－

まちづくり活
動推進事業

まちづくり活動推進支援 鶴田第2地区

－

0.0

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模
（いずれかに○） 事業期間

全体事業費

宇都宮市公共下水道事業 鶴田第2地区

鶴田第１土地区画整理事業（道路特会） 鶴田第1地区

鶴田第2土地区画整理事業（道路特会） 鶴田第2地区


